
事業評価調書〔新規要求公共事業〕
令 和 8 年 6 月 15 日

部 課

5 まち 班 （内線）

1 災害に強い県土を作る
(1)

① 災害に備えたインフラ施設の整備

１．事業の概要 ３．令和８年度新規要求箇所
＜事業の主な実施内容＞ no.

1 鈴田川 大村市
2
3
4
5
6

＜国の主な採択基準＞ 7
8
9
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有 無 18
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25

２．新規要求における事業評価の視点 26

27

28

29

30

事業群

＜様式１＞

評価対象事業名 広域河川改修事業
作成年月日

事業所管
土木 河川

長崎県総合計画上
の位置づけ

柱 河川防災 5559

基本戦略
課（室）長名 小川　秀文

施策

事業箇所名 市町村名
流下能力向上を図るために河床掘削、河道拡幅、築堤、護岸、橋梁架替、堰改
築、放水路などの整備を行う。

■広域河川改修事業
（１）指定区域内の一級河川又は二級河川において施行される改良工事
（２）総事業費12億円以上
（３）改良工事による費用便益比が1以上
（４）洪水による被害が防止される区域内の農耕地、宅地、家屋が一定数あるもの
（５）想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図が公表されていること

＜負担区分（％）＞ ＜県費の継ぎ足し＞

事業概要

国 県 地元 条件
50 50

県民の暮らしと命を守る強靱な県土づくり

事業評価
の視点

■基本方針
本県は毎年台風や梅雨前線豪雨などによる被害を受けていることから、河川
氾濫による浸水被害を防止するため、治水施設等のハード対策やダム情報基
盤整備等のソフト対策を進め、自然災害に強い安全な県土づくりに向けて着
実な推進を図る。

■事業評価の視点
①河川規模（流域の大きさ）や現況の治水安全度
②氾濫区域内の重要施設（道路、鉄道、学校、避難所等）
③過去の浸水被害や今後想定される被害
④経済効果



＜様式２＞ 

県債 一般財源

改修延長L=5,800m
河床掘削、河道拡幅、築堤、護岸、橋梁架替、堰改
築、放水路整備

11,600,000 5,800,000 5,220,000 580,000

費用便益比 B/C=4.20＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：50％：00％

11,600,000 5,800,000 5,220,000 580,000 0

50,000 25,000 22,500 2,500 0

事業費 国費
県費

市町村費等

鈴田川広域
すずたかわこういきか

河川改修事
せんかいしゅうじぎょう

業

大村市 県 R37

令和８年度新規要求箇所評価調書（広域河川改修事業)

（ふりがな）
事業箇所名

市町村
名

事
業
主
体

事業
完了
予定
年度

事業概要

(上段：全体、下段：Ｒ８）

事業費（単位：千円）
（上段：全体、下段：R8）

新規要望理由
（必要性、目的、効果、優先性、緊急性等）

地域の要望等

総
合
評
価

鈴田川は長崎県大村市に位置し、令和2年7月の
洪水では、支川の針尾川において堤防天端越流に
よる浸水被害が発生し、床下浸水1戸、床上浸水
11戸の計12戸の浸水を記録したところです。再
度災害防止の観点からも早期に治水安全度の向
上に努める必要がある。

令和4年6月に地元からの要望書を受
領済み。 A

測量、設計 50,000 25,000 22,500 2,500

合計


